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〜ママの未来を広げよう〜 

 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

近年、日本の社会問題の中で保育士不足やそれによる待機児童の存在が顕著になってきている。私たちはこの問題に着目した。

待機児童数と潜在待機児童数を明確化し、双方を減少させることを目的とする。その上でベビーシッターが活躍できる場を増や

し、さらに女性の社会復帰を狙う。よって、働きやすい環境を求めている保育士と、育児のために社会復帰ができない母親の悩み

を解決することを狙いとする。 

 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

今日、待機児童という言葉を頻繁にニュースで耳にする。待機児童とは保育所に入所申請をしているが入所ができていない児童

のことである。政府の政策により、表面的には待機児童数は減少しているように見えるが、潜在待機児童という認可外の保育施

設に入所している場合や、認可保育施設に入所できなかった子どものうち、他に空きがあっても特定の保育所を希望している等

の理由で自治体が待機児童から除外した子どもたちが存在している。その数は年々増加しており、この現状に対して国でも多様

な対策が取られている。（参考文献①②）  

その中でも東京都が行っている「ベビーシッター利用支援事業」では、ベビーシッターを利用するのに月最大で 28 万円の補助金が

支給される。しかし、1500 人の利用を見込み 50 億円を予算としていたが、実際に利用したのは８名のみだった。このように政

府が実施している政策があるにも関わらず、有効に活用できていない現状がある。 

 

３．研究テーマの課題 

研究テーマの課題として、私たちは以下の３点を挙げる。 

「① ベビーシッターのサイトの選択肢が多すぎる。」 

ベビーシッターのサイトは無数に存在しており、ACSA（公益社団法人全国保育サービス協会）に登録している企業だ

けで約 100 社も存在し、登録をしていない企業も含めると選択肢が多いため、自分に適したサイトが比較、検討が困



難である。 

「② 各サイトの利用料金の幅が広く、ベビーシッターの相場がわからない。」 

利用者が少ないため、ベビーシッターの価格の相場がわからない。 

「③ ベビーシッターに関する政府の政策の認知度の低さ。」 

政府の政策は国や自治体のホームページに掲載されているが、見つけやすい場所に記載されておらず、利用したい人た

ちの目に届いていない。 

 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

上の課題に対して私たちはベビーシッターの総合ポータルサイトを作ることで解決する。サイトの特徴により課題を全て解決すること

ができる。 

課題①解決案 「それぞれの企業で入力しなければならなかった情報をこのサイトで入力すると、その情報を掲載している企業の

サイトで反映することができる。」 

課題②解決案 「サイト利用者が支払うのはベビーシッターの利用料のみで手数料は一切必要としない。そしてサイトは依頼する

企業に対して、広告料なしでその企業の情報を掲載する。その対価として、企業からサイト利用者と企業の契約成立時に発生

する利益の 2.5%を頂戴する。」 

課題③解決策 「政府の政策をまとめてサイトに掲載する。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

サイトを開くと左のページが表示され、日本列島をクリックすると自分の住んでいる地域を選択することができる。サイト上部の右側



の検索機能を使えば、場所や価格、会社、キーワード検索が可能である。また、左側には利用者に向けての会員登録、ベビーシ

ッター募集欄、経営理念を設け、この画面から下にスクロールすると同じ条件でよく見られているシッター会社を表示する。そしてサ

イトの下部には政府の補助金などの政策をまとめて閲覧できる。 

 

 



 

 

６．結果や今後の取り組み 

ピンチシッターを利用した結果、ベビーシッターの利用率が上がり、待機児童問題は改善に向かうと予測される。それにより、女性

が社会復帰しやすい環境作りが可能になるだろう。今後の課題としては、サイトの効果的な普及方法を考えるべきである。際して、

大手サイトがどのように普及していき、知名度を確固たるものにしていったか等を分析する。 

 

７．参考文献 

① 東京都福祉保健局

http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/smph/kodomo/hoiku/bs/riyoukentou.html 

② 待機児童対策 首相官邸ホームページ 

http://www.kantei.go.jp/jp/headline/taikijido/ 

 

●パワーポイント内に動画を使用されている場合、動画を使用しているスライドのページをご記入ください。 

 

 

●発表時に使用する成果物 （例．商品化した●●、店舗で配布したパンフレット、調査に使用したアンケート） 

掲載するサイトのイメージ画像 

 

【企画シート作成上の注意】 ※「第 10 回 西日本インカレ（合同研究会）大会参加要項」も合わせてご確認のうえ、企画シートの作成を行ってください。 

・本企画シートは審査の対象となり、予選会・本選の前に、審査を行っていただく大学教員・企業の方々に事前にお渡しいたします。 

・本企画シートは、「日本語」で書かれたものとし、1 チーム・1 点提出してください。また、翌年３月に公開予定の「日経ビジネス電子版」にリンクされた特設サイトに掲載されます。 

・本企画シートの項目に沿って、ご記入をお願いいたします。各項目に文字数制限はありませんが、1~7 以外の項目を追加することは「不可」とさせていただきます。 

・本企画シートは、作成上の注意を含め、4 ページ以内に収めてください。事務局から審査員に渡す際は、A4 サイズでプリントし、4 ページ目までをお渡しします。 

・大会参加申込み時点から、チーム編成の変更（チームの人数・交代など）は、｢不可｣とさせていただきます。ただし、チームメンバーの留学等やむを得ない事情でチーム編成に変

更が生じる場合は、西日本インカレ事務局にご連絡ください。事務局より手続きについてご連絡をさせていただきます。なお、参加申込書提出時からのチーム名変更は「不可」とさせ

ていただきます。 

・商品写真、人物写真、音楽などを掲載・利用する場合、必ず著作権、版権の使用許諾を得てください。日経 BP 社・日経 BP マーケティングは一切の責任を負いません。 

・書籍や新聞等の文献から引用した場合は、出典先（使用した文献のタイトル・著者名・発行所名・発行年月など）を明記してください。統計・図表・文書等を引用した場合も同

様に明記してください。また、Web サイト上の資料を利用した場合は、URL とアクセスした日付を明記してください。 

・発表時に使用する成果物がありましたらご記入ください。記入がない成果物は大会当日使用することができません。また記入いただいた内容について、事務局から代表者の方に確

認をさせていただく場合がございます。 

・電話番号や住所などの個人情報は記載しないでください。 

                                                                                                         

↑ここまでを 4 ページ以内に収めて、提出してください↑ 
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